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(1） 昭和54年9月1日 広報ほ う じ ょ う 

町の人口 

（昭平R54年7月31日現在） 
前月比較 

3.876 (-8) 
4,127 (+2) 
8,003 (-6) 

世帯数 2.366 (-1) 

男
女
計
 

一
、
選
挙
の
告
示
日
 

昭
和
 54 

年
9
月
 16 

日
 

ニ
、
選
挙
期
日
 

昭
和
 54 

年
9
月
 23 

日
 

一三 

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
 

公
職
選
挙
法
の
特
例
に
よ
り
選
挙
 

期
日
が
9
月
 11 

日
か
ら
 10 

月
 10 

日
の
 

場
合
は
、
定
時
登
録
（
年
1

回
で
9
 

月
1
日
現
在
で
調
整
）
に
よ
り
ま
す
 

の
で
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

住
所
要
件
 

昭
和
 54 

年
6
月
1
日
ま
で
に
住
民
 

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
引
続
在
住
し
 

て
い
る
者
 

年
令
要
件
 

昭
和
 34 

年
9
月
2
日
ま
で
に
生
ま
 

れ
た
者
 

四
、
選
挙
人
名
簿
縦
覧
 

H
期
 
間
 

9
月
 11 

日
か
ら
 15 

日
ま
で
 

(5
日
間
）
 

口
場
 
所
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

事
務
室
 

日
時
 
間
 

毎
日
午
前
8
時
 30 

分
か
ら
 

午
後
5
時
ま
で
 

こ
ん
な
に
上
達
し
ま
し
た
 

春
田
・
浄
万
寺
地
区
子
供
会
習
字
教
室
 

六
月
三
日
、
直
方
市
体
育
館
に
お
い
 

県
大
会
は
七
月
二
十
九
日
行
な
わ
れ
ま
 

て
、
日
本
習
字
連
盟
主
催
の
筑
豊
地
区
 

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
入
賞
で
き
ま
せ
 

書
道
大
会
が
行
な
わ
れ
、
春
田
二
十
一
 

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
筑
豊
地
区
大
会
 

名
、
浄
万
寺
よ
り
六
名
参
加
し
ま
し
た
。
 

で
入
賞
す
る
事
で
さ
え
六
年
間
に
一
、
 

春
田
子
供
会
が
習
字
を
始
め
て
七
ケ
月
、
 

浄
万
寺
子
供
会
は
二
年
ニ
ケ
月
、
い
ず
 

れ
も
初
参
加
、
会
場
は
八
百
人
の
参
加
 

の
子
供
で
う
ま
り
、
そ
の
中
で
堂
々
と
 

春
田
の
小
学
二
年
・
田
中
徹
三
君
、
岡
 

野
政
弘
君
、
三
年
・
田
中
三
津
子
さ
ん
、
 

中
学
二
年
・
沓
形
ァ
ュ
ミ
さ
ん
、
中
学
 

三
年
・
岡
野
真
佐
子
さ
ん
の
五
人
、
浄
 

万
寺
は
小
学
三
年
・
中
山
佳
代
さ
ん
、
 

中
学
二
年
・
仲
村
幸
代
さ
ん
、
久
富
由
 

子
さ
ん
の
三
人
が
見
事
入
賞
し
て
、
福
 

岡
県
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

ニ
度
あ
る
か
な
い
か
の
難
関
な
の
で
す
。
 

こ
れ
は
子
供
達
の
努
力
は
勿
論
、
子
供
 

会
の
役
員
様
や
お
母
さ
ん
達
が
毎
週
一
一
 

人
づ
つ
参
加
し
、
励
ま
す
親
の
姿
勢
に
 

子
供
達
が
脱
落
せ
ず
に
上
達
し
て
行
く
 

の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
 

行
政
の
学
習
会
等
で
子
供
会
が
活
発
に
 

成
り
、
書
道
会
を
通
じ
て
伊
方
の
習
字
 

教
室
の
子
供
と
7

月
7

・
8

日
に
合
同
 

キ
ャ
ン
プ
を
行
な
う
な
ど
し
て
、
弁
城
 

地
区
と
伊
方
地
区
の
交
流
が
出
来
ま
し
 

た
。
そ
し
て
、
お
友
達
も
出
来
て
子
供
 

達
も
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
 

橋
 
本
 
博
 

行
 

九
月
の
こ
よ
み
 

1
日
 

9
日
 

15 

日
 

20 

日
 

24 

日
 

防
災
の
日
 
ガ
ン
征
圧
月
間
 

一
一
百
十
日
 

町
民
運
動
会
 

敬
老
の
日
 
老
人
福
祉
週
間
 

航
空
の
日
 
動
物
愛
護
週
間
 

秋
分
の
日
 
結
核
予
防
週
間
 

ー
プ
臣
M
駒 



(3） 昭和54年9月1日 広報 第109号 昭和54年9月1日 広報 ほ う じ ょ う （2) よ
 

”し 、つ ほ
 

第109号 、つ よ
 

"‘レ 、つ ほ
 

《
人
物
紹
介
》
 

“
郷
土
出
身
の
音
楽
家
）
村
方
千
之
氏
 

方
城
町
に
生
れ
、
幼
少
年
時
代
を
こ
 

の
町
で
過
し
、
そ
の
後
音
楽
の
道
一
筋
 

に
精
進
さ
れ
、
今
や
国
際
的
に
も
す
ぐ
 

れ
た
音
楽
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
 

て
来
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

村
方
千
之
氏
は
小
学
校
五
年
生
ま
で
 

を
伊
方
小
学
校
で
学
び
、
そ
の
後
東
京
 

の
自
由
学
園
に
進
学
っ
バ
イ
オ
リ
ン
の
 

村
方
千
之
氏
（
大
正
十
四
年
生
れ
）
 

勉
強
を
さ
れ
、
更
に
東
京
芸
大
に
入
学
一
 

（
旧
三
菱
方
城
炭
坑
病
院
長
の
ご
子
息
）
 

音
楽
理
論
を
専
攻
、
卒
業
後
は
専
ら
指
！
 

が
、
今
回
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
 

揮
法
を
学
ば
れ
、
昭
和
五
十
年
に
は
ブ
 

（
九
月
二
十
七
日
）
 
さ
れ
る
九
州
交
響
 

ラ
ジ
ル
、
リ
オ
デ
ィ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
に
一
 

楽
団
田
川
演
奏
会
の
客
員
指
揮
者
と
し
 

於
け
る
、
ヴ
ィ
ラ
・
ロ
ボ
ス
音
楽
祭
国
 

検
察
審
査
会
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う
 

ー
被
害
者
は
い
ま
す
ぐ
相
談
を
ー
 

（
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
）
 

皆
さ
ん
、
あ
な
た
や
そ
の
周
囲
の
人
 

で
「
窃
盗
」
 
「
お
ど
し
」
 

「
詐
欺
」
 

「
交
通
事
故
」
な
ど
の
被
害
を
う
け
困
 

っ
て
各
方
面
に
話
し
て
み
た
が
納
得
の
 

い
く
結
論
が
出
な
い
。
ま
た
そ
の
犯
人
 

を
処
罰
し
て
ほ
し
い
と
警
察
や
検
察
庁
 

に
訴
え
た
が
、
そ
の
結
果
を
裁
判
に
廻
 

さ
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
不
服
だ
 

が
さ
て
こ
れ
を
誰
に
ど
う
し
て
も
ら
っ
 

た
ら
よ
い
か
、
判
ら
な
く
な
っ
て
い
る
 

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
ん
な
方
は
 

「
泣
き
寝
入
り
せ
ず
検
察
審
査
会
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
 
検
察
審
査
会
は
こ
の
よ
う
な
被
害
 

者
の
不
満
を
聞
い
て
も
う
一
度
調
べ
 

な
お
し
て
み
る
こ
と
を
仕
事
と
し
ま
 

す。 

※
 
検
察
審
査
会
は
裁
判
所
の
中
に
あ
 

地震 

ト特集‘9月1日は防災の日 

っ
て
民
間
の
代
表
者
十
一
人
で
構
成
 

さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
検
察
官
の
し
 

た
不
起
訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
 

す
る
た
め
記
録
を
調
べ
た
り
証
人
を
 

呼
ん
だ
り
、
実
地
見
分
な
ど
し
て
調
 

査
し
た
結
果
議
決
し
ま
す
。
 

も
し
不
当
と
判
断
す
れ
ば
検
察
庁
 

に
起
訴
す
る
よ
う
申
入
れ
を
す
る
の
 

で
す
。
 

※
 
検
察
審
査
会
に
相
談
や
申
立
を
き
 

れ
る
方
は
田
川
裁
判
所
の
な
か
に
あ
 

る
左
記
事
務
局
に
お
問
い
合
せ
下
き
 

い。 

記
 

田
川
市
千
代
町
一
の
五
 

裁
判
所
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

電
話
 

田
川
 
②
〇
一
六
三
 

際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
に
於
い
て
特
別
 

賞
を
受
賞
、
国
際
的
に
も
す
ぐ
れ
た
音
 

楽
家
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

氏
は
こ
れ
ま
で
に
、
東
京
フ
ィ
ル
、
 

東
京
交
響
楽
団
、
新
日
本
フ
ィ
ル
等
各
 

地
の
ォ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
て
活
躍
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
郷
土
田
川
に
於
い
て
九
州
交
響
 

青
色
申
告
の
 

お

す

す

め

 

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で
所
得
 

や
税
金
を
計
算
し
て
、
申
告
し
納
税
す
 

る
申
告
納
税
制
度
を
た
て
ま
え
と
し
て
 

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎
日
の
取
引
を
帳
 

簿
に
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基
づ
い
て
正
 

確
に
所
得
税
の
申
告
を
す
る
人
に
は
、
 

所
得
計
算
の
面
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
有
 

利
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る
「
青
色
申
告
 

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

青
色
申
告
を
し
ま
す
と
、
①
所
得
か
 

ら
最
高
十
万
円
を
控
除
す
る
青
色
申
告
 

控
除
、
②
事
業
に
従
事
し
て
い
る
親
族
 

に
支
払
う
給
与
が
必
要
経
費
に
な
る
青
 

色
専
従
者
給
与
、
③
貸
倒
引
当
金
や
価
 

格
変
動
準
備
金
な
ど
の
各
種
の
引
当
金
 

進
山
傭
金
の
制
度
な
ど
多
く
の
特
典
が
あ
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
税
金
の
面
だ
け
で
な
く
、
帳
 

簿
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
営
の
合
 

理
化
に
も
役
立
ち
ま
す
。
 

こ
の
青
色
申
告
が
で
き
る
の
は
、
事
 

業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の
 

あ
る
人
で
す
。
青
色
申
告
を
す
る
た
め
 

に
は
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
 

楽
団
を
指
揮
さ
れ
る
機
会
に
、
氏
に
と
 

っ
て
も
、
な
つ
か
し
い
方
城
を
訪
ね
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
村
方
氏
の
来
 

町
に
当
り
、
r

小
学
生
の
た
め
の
音
楽
 

教
室
r

を
は
じ
め
、
町
内
音
楽
愛
好
者
 

と
の
I

音
楽
を
語
る
タ
ベ
ガ
等
計
画
し
 

て
い
ま
す
。
 

●

L

、
 

特
仁
氏
は
、
小
学
生
時
代
の
同
窓
生
 

の
み
な
き
ん
方
に
お
会
い
し
た
い
と
希
 

望
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
同
窓
生
の
方
々
 

の
ご
参
集
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
致
し
ま
 

す
。
詳
細
は
教
育
委
員
会
の
方
へ
お
間
 

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

（
現
住
所
H
東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
 

六
の
三
四
の
五
の
一
O

五） 

の
三
月
十
五
日
ま
で
（
新
し
く
開
業
し
 

た
場
合
は
、
開
業
の
日
か
ら
二
か
月
以
 

内
）
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
税
 

務
署
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

青
色
申
告
の
帳
簿
は
、
現
金
出
納
簿
 

な
ど
の
簡
単
な
帳
簿
で
も
よ
い
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
記
帳
の
指
導
 

を
税
務
署
の
ほ
か
に
税
理
士
会
や
商
工
 

会
議
所
、
日
本
税
務
協
会
、
青
色
申
告
 

会
、
税
務
相
談
所
な
ど
で
も
し
て
い
ま
 

す。 

お
年
寄
り
や
 

障
害
者
と
税
金
 

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
ま
た
十
 

五
日
か
ら
二
十
】
日
ま
で
は
老
人
福
祉
 

週
間
で
す
。
 

国
は
財
政
支
出
の
面
で
社
会
福
祉
を
 

充
実
す
る
一
方
、
お
年
寄
り
や
心
身
に
 

障
害
の
あ
る
人
に
は
税
金
の
面
で
も
、
 

次
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

一
、
六
五
歳
以
上
で
、
所
得
金
額
が
一
 

〇
〇
〇
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税
を
 

計
算
す
る
と
き
、
次
の
控
除
が
受
け
ら
 

れ
ま
す
。
 

H
 
老
年
者
控
除
 

基
礎
控
除
や
扶
 

」b
ー
ユ
A

乃
〉
人
、
」
＃
庄
」
十
」
右
子
旨
」
 

ノ
、
亡
」
組
～
乃
z

《
メ
A

打U
ベ
ノ
ノ
、
〔
ノ
」
十
」
 

家
具
類
は
壁
や
柱
に
固
定
 

洋
服
ダ
ン
ス
や
本
棚
、
食
器
戸
棚
 

な
ど
が
倒
れ
た
り
、
棚
の
も
の
が
落
 

ち
て
き
て
死
傷
者
を
出
す
ケ
ー
ス
が
 

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家
具
は
L

字
 

型
の
金
具
な
ど
で
柱
や
壁
に
し
っ
か
 

り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
 

家
具
の
中
で
も
、
が
ん
丈
で
大
き
 

な
テ
ー
ブ
ル
や
食
卓
、
机
な
ど
は
安
 

全
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
こ
れ
ら
 

の
下
に
も
ぐ
り
こ
め
ば
、
家
具
の
転
 

倒
や
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
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重
い
物
は
上
に
置
か
な
い
 

室
内
の
有
効
利
用
で
ス
ペ
ー
ス
を
 

広
く
ー
と
ば
か
り
物
を
上
へ
上
へ
 

と
積
む
の
は
危
険
で
す
。
家
具
や
棚
 

の
上
に
お
か
れ
た
テ
レ
ビ
や
装
飾
用
 

の
置
き
物
、
ガ
ラ
ス
器
具
な
ど
重
い
 

も
の
や
鋭
利
な
も
の
は
、
せ
め
て
腰
 

の
位
置
よ
り
低
い
と
こ
ろ
に
置
く
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
家
具
類
の
収
納
物
も
、
重
 

い
も
の
を
下
に
入
れ
て
重
心
を
下
げ
 

る
工
夫
が
大
切
で
す
。
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“
降
る
凶
器
（
に
要
注
意
 

天
井
や
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
た
照
 

明
器
具
、
額
、
時
計
、
装
飾
品
な
ど
 

は
地
震
時
に
は
w

降
る
凶
器
ク
に
一
 

変
し
ま
す
。
 

堅
固
に
見
え
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
も
 

取
り
付
け
方
に
よ
っ
て
は
危
険
な
落
 

下
物
。
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
思
わ
ぬ
負
 

傷
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
留
め
 

具
な
ど
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く
。
 

こ
れ
だ
け
の
備
え
は
 

ぜ
ひ
必
要
 

一
家
庭
編
 

可
熱
物
は
安
全
な
場
所
に
 

不
意
に
襲
う
地
震
の
恐
怖
は
、
消
 

火
の
手
を
遅
ら
せ
が
ち
で
す
。
延
焼
 

の
原
因
と
な
る
よ
う
な
可
燃
物
 
ー
 

灯
油
、
食
用
油
、
ベ
ン
ジ
ン
、
ヘ
ア
 

ス
プ
レ
ー
、
殺
虫
剤
、
塗
料
な
ど
燃
 

え
や
す
い
日
用
品
は
、
火
を
使
う
器
 

具
か
ら
遠
ざ
け
て
、
し
っ
か
り
ふ
た
 

や
栓
を
し
て
安
全
な
と
こ
ろ
に
保
管
 

し
ま
し
ょ
う
。
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欠
か
せ
な
い
消
火
器
 

消
火
器
は
、
ぜ
ひ
と
も
備
え
て
お
 

き
た
い
も
の
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら
 

バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
お
い
た
り
、
 

い
つ
も
風
呂
に
水
を
張
っ
て
お
く
と
、
 

い
ぎ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。
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そ
ろ
え
た
い
救
急
医
薬
品
 

災
害
時
に
は
、
負
傷
し
た
り
、
や
 

け
ど
を
負
っ
た
り
、
煙
で
目
を
や
ら
 

“
家
族
防
災
会
議
）
を
 

グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
家
族
全
員
 

が
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
ふ
 

だ
ん
か
ら
よ
く
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
行
動
分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
 

ょ・フ。 
火
の
始
末
を
す
る
人
、
老
人
、
子
 

供
を
つ
れ
て
逃
げ
る
人
、
非
常
持
ち
 

出
し
袋
を
持
つ
人
 
ー
な
ど
、
月
に
 

一
度
は
み
ん
な
で
役
割
を
確
認
し
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

養
控
除
な
ど
の
ほ
か
に
、
二
三
万
円
が
 

所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
 

口
 
老
年
者
年
金
特
別
控
除
 

国
民
 

年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
や
 

恩
給
の
収
入
金
額
か
ら
、
給
与
所
得
控
 

除
の
ほ
か
に
七
八
万
円
が
控
除
で
き
ま
 

す。 二
、
生
計
を
ー
に
す
る
七
〇
歳
以
上
の
 

親
族
（
障
害
者
で
な
い
人
）
で
、
所
得
 

が
一
定
額
以
下
の
お
年
寄
り
を
扶
養
し
 

て
い
る
人
は
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
 

除
一
人
当
り
二
九
万
円
の
代
り
に
三
五
 

万
円
（
又
は
四
〇
万
円
）
が
控
除
で
き
 

ま
す
。
 

三
、
納
税
者
本
人
や
扶
養
し
て
い
る
親
 

族
で
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
 

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
一
人
当
 

り
二
七
一
万
円
（
重
度
の
障
害
者
は
三
一
万
 

円
）
を
所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
 

四
、
相
続
人
が
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
 

で
あ
る
と
き
は
、
相
続
税
額
か
ら
障
害
 

者
控
除
を
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

控
除
額
は
、
七
〇
歳
か
ら
そ
の
相
続
 

人
の
年
齢
を
差
引
い
た
年
数
に
三
万
円
 

（
重
度
の
障
害
者
は
六
万
円
）
を
か
け
 

た
金
額
で
す
。
 

ま
た
、
避
難
場
所
を
決
め
、
家
族
 

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
と
き
な
ど
の
 

連
絡
方
法
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
打
ち
合
 

わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

非
常
持
ち
出
し
袋
の
用
意
を
 

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
一
時
的
に
 

せ
よ
止
ま
っ
た
り
、
避
難
場
所
に
よ
 

っ
て
は
水
、
食
糧
な
ど
の
供
給
が
す
 

ぐ
に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

最
低
限
の
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
 

準
備
も
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
、
い
ぎ
と
い
う
と
き
の
 

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
作
っ
て
、
必
 

要
な
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▽
懐
中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、
 

ラ
イ
タ
ー
、
固
型
燃
料
▽
ト
ラ
ン
ジ
 

ス
タ
ラ
ジ
ォ
▽
飲
料
水
（
水
筒
、
び
 

ん
詰
め
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
）
 

▽
食
料
品
（
乾
パ
ン
や
か
ん
詰
め
、
 

食
塩
）
か
ん
切
り
▽
下
着
類
、
手
ぬ
 

ぐ
い
、
ビ
ニ
ー
ル
、
ふ
ろ
し
き
、
寝
 

袋
▽
救
急
医
薬
品
▽
赤
ち
ゃ
ん
の
い
 

る
お
う
ち
は
、
ミ
ル
ク
、
お
し
め
な
 

ど
も
。
な
お
現
金
や
預
金
通
帳
、
ハ
 

ン
コ
な
ど
の
貴
重
品
類
は
、
い
ぎ
と
 

い
う
と
き
す
ぐ
持
ち
山
山
せ
る
よ
う
に
 

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

こ
れ
ら
は
一
例
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
で
中
身
に
つ
い
て
 

工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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れ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
た
 

薬
、
脱
脂
綿
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
包
 

め
に
、
次
の
よ
う
な
救
急
医
薬
品
を
 

帯
、
」
肩
布
 
ー
な
ど
。
 

用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
 

ま
た
、
応
急
手
当
の
方
法
も
身
に
 

キ
ズ
薬
、
消
毒
薬
、
目
薬
、
胃
腸
 

っ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

、つ 



、 
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，つ 

木
造
家
屋
の
中
に
い
た
ら
 

た
と
え
一
階
は
つ
ぶ
れ
て
も
、
一
一
 

階
は
ま
だ
安
全
。
あ
わ
て
て
階
段
を
 

か
け
降
り
た
り
、
窓
か
ら
飛
び
出
す
 

の
は
危
険
で
す
。
屋
内
で
安
全
な
の
 

は
柱
の
多
い
場
所
で
、
ト
イ
レ
の
中
 

や
風
呂
場
。
 

揺
れ
が
激
し
く
て
も
、
す
ぐ
は
外
 

に
出
な
い
で
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
 

の
下
に
身
を
か
く
し
て
様
子
を
み
る
 

こ
と
。
カ
ワ
ラ
や
看
板
、
ガ
ラ
ス
な
 

ど
が
落
ち
て
き
て
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
 

ま
す
。
逃
げ
出
す
と
き
は
、
き
ち
ん
 

と
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

車
を
運
転
し
て
い
た
ら
 

道
路
は
波
打
ち
、
パ
ン
ク
し
た
よ
 

う
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
ま
す
。
ハ
 

ン
ド
ル
を
両
手
で
し
っ
か
り
押
え
、
 

周
井
に
注
意
し
て
、
ゆ
っ
く
り
ス
ピ
 

ー
ド
を
落
と
し
な
が
ら
道
路
の
左
側
 

に
停
車
、
ェ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
す
。
 

カ
ー
ラ
ジ
オ
で
地
震
情
報
を
聞
き
、
 

適
切
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
車
 

を
置
い
て
避
難
す
る
と
き
は
、
キ
ー
 

を
し
た
ま
ま
、
ド
ア
は
ロ
ッ
ク
し
な
 

い
で
お
く
こ
と
。
 

街
の
中
を
通
行
中
の
と
き
 

看
板
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
、
外
装
 

用
の
タ
イ
ル
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
（
塔
）
 

な
ど
の
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
 

コ
ー
ト
、
買
い
物
袋
な
ど
で
頭
を
守
 

り
な
が
ら
近
く
の
丈
夫
な
建
物
や
空
 

き
地
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
 

~震1

ぐ
ら
つ
、
と
き
た
ら
・
・
・
 

ョー刀所寸 

避
難
の
心
得
 

場 

別 

映
画
館
、
劇
場
、
デ
パ
ー
ト
 

な
ど
に
い
た
ら
 

こ
れ
ら
の
建
物
は
、
耐
震
構
造
で
 

で
き
て
い
ま
す
か
ら
、
倒
れ
る
危
険
 

は
少
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。
 

デ
パ
ー
ト
な
ど
の
場
合
、
陶
器
や
 

ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
の
売
り
場
は
破
片
 

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
衣
料
品
な
ど
 

の
繊
維
製
品
の
階
は
、
そ
の
点
安
心
 

で
す
が
、
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
し
 

ま
す
と
有
毒
ガ
ス
の
発
生
源
に
な
り
 

ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
こ
れ
ら
行
き
 

つ
け
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
出
入
り
 

口
は
も
ち
ろ
ん
、
非
常
口
を
よ
く
確
 

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

い
ち
ば
ん
怖
い
の
は
、
群
衆
が
パ
 

ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ
と
で
す
。
狭
 

い
出
口
に
殺
到
せ
ず
、
落
ち
着
い
て
 

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

地
下
街
に
い
た
ら
 

地
下
街
は
耐
震
構
造
に
な
っ
 て
い
 

鉄
筋
建
物
（
ビ
ル
）
の
中
に
 

い
た
ら
 

団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
 

ビ
ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
構
造
的
に
一
 

応
安
心
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
。
 

た
だ
、
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る
場
 

合
が
あ
る
の
で
、
直
ち
に
ド
ア
を
開
 

け
ま
し
ょ
う
。
 

外
に
出
る
と
き
は
階
段
を
使
い
、
 

エ
レ
べ
ー
タ
ー
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
 

才
、
で
ー
し
「
α
入
（
棟
山
を
壱
「
言
」
し
，
き
4
口
か
α
た
し
田
メ
ー
く
に
「
を
 

「
老
人
の
座
」
に
つ
い
て
 

敬
老
は
国
民
の
信
念
。
 

家
庭
の
中
で
老
人
は
ど
う
い
う
立
場
 

に
お
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
 

の
立
場
を
老
人
の
座
と
い
い
ま
す
。
ま
 

た
社
会
で
は
老
人
を
ど
う
受
け
と
め
て
 

い
る
か
。
こ
れ
が
社
会
に
お
け
る
座
で
 

す
。
親
に
孝
養
を
つ
く
し
、
老
人
を
敬
 

愛
す
る
こ
と
は
昔
か
ら
国
民
の
信
念
で
 

あ
っ
て
、
今
日
も
変
り
は
な
い
は
ず
で
 

す
。
こ
の
信
念
に
も
と
づ
い
て
老
人
の
 

座
が
守
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
家
 

族
制
度
の
特
権
と
し
て
長
い
間
認
め
ら
 

れ
て
き
た
時
代
か
ら
、
百
八
十
度
の
変
 

り
方
を
し
て
、
す
べ
て
の
個
人
が
平
等
 

に
尊
ば
れ
る
民
主
主
義
の
こ
ん
に
ち
、
 

特
権
の
座
か
ら
お
ろ
さ
れ
た
老
人
の
う
 

ち
に
は
、
ま
だ
昔
の
考
え
が
残
り
、
と
 

ま
ど
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
老
人
の
 

座
と
同
じ
よ
う
に
家
庭
に
は
子
供
の
座
 

孫
の
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
 

あ
な
た
、
安
全
運
転
し
て
い
ま
す
か
？
 

命
は
も
っ
と
大
切
に
ク
 

☆
7

月
か
ら
交
通
事
故
が
急
増
 

な
い
。
 

田
川
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事
故
発
 

☆
こ
れ
だ
け
は
絶
対
に
守
ろ
う
ノ
・
 

ほ

 

生
状
況
（
8

月
 15 

日
現
在
）
 

運
転
者
 

o
発
生
 

5
0
2

件
（
前
年
同
期
よ
 

o
ス
ピ
ー
ド
は
控
め
に
、
ブ
レ
ー
キ
 

o
死
者
 

o
負
傷
者
 り

も
2
8

件
増
加
）
 

9
名
（
ガ
3
名
増
加
）
 

6
7
0
名
（
グ
9
名
減
 

少） 

☆
交
通
事
故
の
特
徴
 

o
タ
方
か
ら
う
す
」
暮
れ
ど
き
 
（
午
後
 

6
時
ー
午
後
8

時
）
に
多
発
 

o
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
ぼ
ん
や
 

り
運
転
、
は
み
出
し
違
反
な
ど
が
 

主
な
原
因
。
 

o
死
者
の
う
ち
 56 

％
が
 25 

歳
以
下
の
 

ド
ラ
イ
バ
ー
 

o
国
道
か
ら
交
通
量
の
少
な
い
県
道
 

や
市
町
道
で
多
発
し
は
じ
め
た
。
 

は
早
め
に
（
制
限
速
度
の
厳
守
）
 

o
十
分
な
車
間
距
離
を
保
と
う
。
 

o
脇
見
、
考
え
ご
と
を
や
め
よ
う
。
 

o
無
謀
、
飯
酒
運
転
を
し
な
い
。
 

o
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
 
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
 

つ
け
よ
う
。
 

o
思
い
や
り
、
ゅ
ず
り
あ
い
に
つ
と
 

め
よ
・
っ
。
 

歩
行
者
 

o
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
。
 

o
横
断
は
停
車
を
た
し
か
め
て
。
 

o
幼
児
は
必
ず
手
を
引
こ
う
。
 

o
横
断
は
明
る
い
と
こ
ろ
で
。
 

警
察
で
は
、
毎
日
、
事
故
防
止
の
た
 

o
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
全
く
締
め
て
い
 

め
取
締
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

昭
和
三
十
八
年
に
で
き
た
老
人
福
祉
法
 

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
老
人
の
権
 

利
と
責
任
の
正
し
い
扱
い
方
を
こ
の
法
 

律
は
指
摘
し
て
、
国
の
政
治
都
道
府
県
 

市
町
村
の
行
政
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
あ
た
 

え
て
い
ま
す
。
ま
た
老
人
の
生
活
態
度
 

と
こ
れ
を
と
り
ま
く
人
び
と
の
交
流
の
 

も
と
に
な
る
敬
老
精
神
が
、
こ
の
法
律
 

に
よ
り
再
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
老
人
 

9 月10日 

『全国下水道促進デー』 

（下水道）法施行 

20 周年記念 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

期
間
 
9
月
 21 

日
か
ら
9
月
 30 
日
ま
 

で
の
 10 

日
間
 

運
動
の
重
点
 

一
、
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
 

」
、
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車
の
 

安
全
利
用
の
促
進
 

」
一
、
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
防
止
と
安
 

全
運
転
の
確
保
 

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

「
ゆ
つ
 

り
走
ろ
う
田
川
の
路
」
 

田
川
警
察
署
 

福
祉
法
は
老
人
を
多
年
に
わ
た
り
社
会
 

の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
者
と
し
て
敬
 

愛
さ
れ
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障
 

さ
れ
る
も
の
と
し
老
齢
に
伴
な
っ
て
生
 

ず
る
心
身
の
変
化
を
自
覚
し
て
、
常
に
 

心
身
の
健
康
を
保
持
し
、
そ
の
知
識
と
 

経
験
を
社
会
に
役
立
た
せ
る
と
と
も
に
 

そ
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
、
適
当
な
仕
 

事
に
従
事
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
と
 

ま
す
の
で
、
つ
ぶ
れ
る
心
配
は
、
ま
 

ず
あ
り
ま
せ
ん
。
 

天
井
の
モ
ル
タ
ル
や
照
明
器
具
、
 

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
物
に
気
を
つ
 

け
な
が
ら
、
壁
ぎ
わ
や
柱
の
そ
ば
に
 

身
を
寄
せ
て
、
様
子
を
う
か
が
い
ま
 

し
ょ
う
。
万
一
、
停
電
し
て
も
、
非
 

常
灯
が
つ
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
 

ま
す
か
ら
、
と
に
か
く
落
ち
着
い
て
 

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

狭
い
出
口
に
殺
到
す
る
の
は
、
押
 

し
倒
さ
れ
た
り
し
て
大
変
危
険
で
す
。
 

電
車
や
バ
ス
の
中
に
い
た
ら
 

列
車
や
電
車
は
、
強
い
地
震
を
感
 

じ
る
と
、
 

一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
運
 

転
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

バ
ス
も
、
運
転
士
の
判
断
で
停
車
し
 

ま
す
。
 
つ
り
革
や
柱
、
い
す
な
ど
に
 

し
っ
か
り
つ
か
ま
り
、
落
ち
着
い
て
 

乗
務
員
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
 

あ
わ
て
て
、
非
常
コ
ッ
ク
な
ど
を
 

開
け
て
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
険
で
 

す。 地
下
鉄
の
場
合
も
同
じ
で
す
。
勝
 

手
に
外
に
出
る
と
、
高
圧
線
に
触
れ
 

て
感
電
し
た
り
、
反
対
側
か
ら
来
る
 

電
車
に
ひ
か
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

乗
務
員
の
指
示
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
 

い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。
ふ
つ
 

う
の
老
人
は
退
職
、
失
業
、
老
化
現
象
 

病
気
が
ち
な
ど
経
済
力
が
弱
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
老
後
を
豊
か
に
す
る
社
会
保
 

障
が
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
弱
 

者
と
し
て
老
人
の
立
場
か
ら
は
や
り
き
 

れ
な
い
も
の
で
す
。
 荒

 

川
 
豊
 

八
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
か
 

か
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者
 

と
な
っ
た
場
合
に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
次
の
よ
 

う
な
条
件
が
必
要
で
す
。
 

①
障
害
の
も
と
に
な
っ
た
病
気
や
ケ
 

ガ
が
治
ら
な
い
場
合
 

は
初
め
て
医
者
の
診
 

療
を
受
け
た
日
か
ら
 

一
年
六
か
月
た
っ
た
 

［
国
民
年
金
の
知
 

険
料
の
納
付
状
況
が
、
次
の
ど
れ
か
に
 

当
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
 

ァ
 

最
近
の
一
年
間
、
保
険
料
を
す
べ
 

て
納
め
て
い
る
こ
と
（
他
の
公
的
年
 

金
の
加
入
期
間
が
含
ま
れ
て
も
よ
い
）
 

ィ
 

最
近
の
三
年
間
、
す
べ
て
保
険
料
 

識】 

を
納
め
た
か
、
保
険
 

障
害
年
金
 

日
、
そ
の
間
に
治
っ
た
場
合
は
治
っ
た
 

日
に
そ
の
障
害
の
程
度
が
「
国
民
年
金
 

法
障
害
等
級
表
（
一
級
ま
た
は
二
級
）
」
 

に
当
て
は
ま
る
こ
と
。
 

②
初
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日
に
国
 

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
ま
た
、
初
診
日
の
前
日
に
保
 

年
以
上
納
め
て
い
る
こ
と
。
 

障
害
年
金
の
額
は
、
今
年
七
月
か
ら
 

一
級
で
五
十
九
万
七
千
五
百
円
、
二
級
 

で
四
十
七
 

り
も
 

、
ー
 

AA
ソ
 

万
八
千
円
【
」
」
り
‘
d
凶ー 

“
」
ハ
丁
L
J

・ 

に
な
り
ま
 

J
ズ
ヘ
ン
 

受
プ
ノ
」
】
ー
ー
c
 

し
た
。
 

料
の
免
除
を
受
け
た
 

期
間
で
あ
る
こ
と
。
 

ウ
 

保
険
料
を
十
五
 

ー
 

移

動

住

宅

相

談

実

施

に

 つ
 
い
て
 

L
 

実
施
期
日
 

昭
和
 54 

年
 10 

月
3

日
（
水
）
 

2
 

実
施
時
間
 

午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
 

3
 

開
設
場
所
 

飯
塚
市
吉
原
町
6
番
 12 

号
 

飯
塚
商
工
会
議
所
 

4
 

相
談
内
容
 

住
宅
関
係
、
法
律
、
設
計
 

施
工
、
／
税
制
、
金
融
、
宅
建
 

そ
の
他
住
宅
案
内
 

5
 

相
談
員
 

弁
護
士
、
税
理
士
、
建
築
士
 

宅
建
、
金
融
、
住
宅
案
内
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お
知
ら
せ
 

ん
ン
 

侭
火
車
口
を
受
け
た
と
き
は
 

所
得
税
の
軽
減
免
除
が
あ
り
ま
す
 

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
な
ど
 

の
災
害
を
受
け
た
と
き
、
所
得
税
が
軽
 

減
き
れ
た
り
免
除
さ
れ
た
ゲ
し
ま
す
が
 

そ
の
方
法
と
し
て
次
の
ニ
つ
が
あ
り
ま
 

す。 

一
つ
は
、
 

「
所
得
税
法
」
 
に
定
め
 

る
雑
損
控
除
に
よ
る
方
法
で
す
。
も
う
 

ー
つ
は
、
 

「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
 

税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方
法
で
す
。
 

こ
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
 

法
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
 

得
税
の
軽
減
免
除
は
、
最
終
的
に
は
翌
 

年
三
月
の
確
定
申
告
の
時
期
を
待
っ
て
 

そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
第
一
期
（
七
月
）
と
第
二
期
 

（
十
一
月
）
に
予
定
納
税
を
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
人
は
、
そ
の
予
定
納
税
の
 

段
階
で
も
、
減
免
の
適
用
を
受
け
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
 

給
与
の
支
払
を
受
け
る
段
階
で
、
そ
の
 

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
、
既
に
納
 

め
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
自
由
業
の
人
に
つ
い
て
も
、
 

報
酬
や
料
金
に
対
す
る
源
泉
所
得
税
の
 

徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
田
川
税
務
署
 

調
査
第
一
部
門
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

（
珂
！
田
川
 

④
 

0
4
3
0

) 

昭
和
 54 

年
5
月
8
日
法
律
第
 29 

号
で
 

公
布
さ
れ
た
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
 

遺
族
援
護
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

L
 

障
害
年
金
、
遺
族
年
金
及
び
遺
族
 

和
 21 

年
2
月
1
日
か
ら
昭
和
 27 

年
4
月
 

給
与
金
の
額
の
引
上
げ
 

29 

日
ま
で
の
間
に
再
婚
し
、
昭
和
 28 

年
 

昭
和
 54 

年
4
月
及
び
6
月
か
ら
引
上
 

7
月
 31 

日
ま
で
に
再
婚
解
消
し
て
い
る
 

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

者
に
つ
い
て
、
離
婚
（
生
別
）
に
よ
る
 

z
 
再
婚
解
消
妻
制
度
に
係
る
範
囲
の
 

も
の
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
 40 

年
以
後
死
 

拡
大
 

別
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
 42 

死
亡
し
た
軍
人
、
軍
属
又
は
準
軍
属
 

年
以
後
の
法
改
正
に
よ
り
、
戦
没
者
等
 

の
死
亡
当
時
の
配
偶
者
等
の
う
ち
、
昭
 

の
遺
族
と
さ
れ
た
者
に
対
し
て
昭
和
 54 

方
城
日
曜
旬
会
ご
案
内
 

☆
一
緒
に
俳
句
を
や
り
ま
せ
ん
か
。
 

☆
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
 

さ
い
。
 

☆
初
心
者
歓
迎
 

o
場
所
 

八
幡
町
 
西
山
ひ
さ
し
方
 

珂
 
②
 

一 
一
六
四
 

o
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
午
後
七
時
 

半
 

o
大
阪
に
移
す
 
墓
と
て
 
掃
い
て
を
 

h
ノ
 

o
遅
れ
来
し
 
友
に
灯
を
振
る
 
河
鹿
 

橋
 

（
西
山
 

ひ
さ
し
）
 

o
青
田
風
 
吹
き
抜
け
て
行
く
 
峡
の
 

寺
 

o
農
機
具
の
 

小
屋
の
蔭
な
る
 
花
ぎ
 

年
 10 

月
1
日
か
ら
遺
族
年
金
等
が
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
 

＆
 

平
病
死
遺
族
年
金
等
と
軍
人
恩
給
 

と
の
不
均
衡
の
是
正
 

第
一
款
症
（
軍
人
恩
給
の
旧
第
7
項
 

症
）
で
あ
っ
た
者
が
平
病
死
し
た
場
合
 

の
遺
族
年
金
等
の
額
が
相
当
す
る
軍
人
 

恩
給
の
額
よ
り
低
い
の
で
、
昭
和
 54 

年
 

10 
月
か
ら
そ
の
不
均
衡
が
是
正
さ
れ
ま
 

す。 
‘
 
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
 

弔
慰
金
の
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大
 

昭
和
 50 

年
4
月
1
日
以
後
、
昭
和
 54 

年
3
月
 31 

日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
等
の
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昭 
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王i 
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刷集行賃 
協企方旦 
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画町行 

印 役 

刷室場 

言 

（
田
沖
 

水
悼
）
 

0
子
に
は
子
の
 
水
輪
生
ま
る
、
 

み
 

ず
す
ま
し
 

o
暑
稽
古
の
 

防
具
重
た
し
 
豆
剣
士
 

（
鈴
木
 

秋
風
子
）
 

o
キ
ャ
ン
プ
小
屋
 
片
付
け
て
去
る
 

人
涼
し
 

o
キ
ャ
ン
プ
小
屋
と
は
 
満
員
の
く
つ
 

ろ
ぎ
場
 

（
桑
野
 

園
女
）
 

o
炎
天
を
 
働
く
こ
と
も
 
血
潔
な
ら
 

o
汗
の
磯
 
濯
ぎ
て
今
日
を
 
終
り
け
 

（
林
 

い
し
の
）
 

o
残
業
に
 
疲
れ
果
て
た
る
 
昼
寝
と
 

も
 

受
給
権
を
失
っ
た
戦
没
者
等
の
遺
族
に
 

6
年
償
還
の
国
債
 12 

万
円
が
支
給
さ
れ
 

ま
す
。
 

（
昭
和
 54 

年
5
月
8

日
施
行
）
 

5
 
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
 

給
付
金
の
支
給
対
象
範
囲
の
拡
大
及
 

び
継
続
 

昭
和
 48 

年
4
月
2
日
以
後
、
昭
和
 54 

年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
 

と
な
っ
た
者
お
よ
び
前
回
（
は
号
）
の
 

o
盆
近
し
 
日
曜
出
勤
 

こ
と
わ
れ
ず
 

（
久
米
 

千
代
子
）
 

o
蚊
遺
香
 

一
つ
は
ミ
シ
ン
踏
む
妻
に
 

o
そ
こ
ま
で
の
 

試
歩
許
さ
れ
し
 
夏
 

帽
子
 

（
桜
ん
坊
）
 

香
典
返
し
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
の
 

方
々
か
ら
方
城
町
長
寿
会
に
高
額
な
香
 

典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
長
寿
会
の
 

運
営
に
有
意
義
に
つ
か
わ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 

方
城
町
長
寿
会
連
合
会
長
 

荒
 

川
 
豊
 

八
 

一
、
後
谷
 

」
、
春
田
 

」
一
、
古
門
 

牛
島
し
ず
え
 

中
村
す
み
こ
 

仲
谷
 
晴
生
 

受
給
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
そ
の
他
詳
細
は
、
県
民
生
部
 

援
護
ま
た
は
、
役
場
福
祉
課
へ
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

（
注
）
1

・
3

に
つ
い
て
は
、
裁
定
庁
 

が
職
権
に
よ
り
改
定
し
ま
す
。
2
・4
・5 

に
つ
い
て
は
受
給
権
者
か
ら
の
請
求
を
 

必
要
と
し
、
昭
和
 54 

年
 10 

月
1
日
（
4
 

に
つ
い
て
は
昭
和
 54 

年
5
月
8
日
）
以
 

降
に
請
求
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
 


